


































































































































































































































































































今改めて問われているので。土壌としては (・ )、その、戦後10年間のま ったく被
長崎原爆生存者の(語り〉にみる多元的主体性
爆者が放置されていたもの、こと、あの状態と比べるとね。あのー(・・・・・)、少し、































14 上野千鶴子 『ナショナリズムと ジェ ンダーJ1998、背土社、 170頁。
15 渡辺千恵子 『長崎に生きるJ1973、新日本新書、 187頁。
"エピフ ァニー経験についてはN.デンジン『エピフ ァニーの社会学 解釈的相互作用論の核心J1970 (片桐雅
陵f也訳を参照のこと。
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70年代以降に活発に展開される石田忠による生活史調査や長崎の証言の会が中心となって展開す
る証言聞き取り運動などと同じく、より広い文脈では社会的なセラビーとしての役割を果たして
きたものといえる。しかし、その一方で、「被爆体験Jというものがある一定の政治的言説の規
定の内部でのみ語られてゆくという問題が背景にあることに注意を向けることが必要である。
戦後の反核の言説も、こうした関係から考える必要があるだろう 。原水禁世界大会の発展の初
期の段階において、長崎の証言の語りは、主に公式の政治的な集会での語りとしてなされた(そ
してその後の長崎の証言の会の発足においても、やはり反核という政治的な言説をその主旨とし
て掲げられている)。新しい核兵器の残虐性と脅威を伝えることで、生存者による信頼にたる語
りは、反核運動の促進に利用されていくこととなった。多くの公衆が集まる集会や世界会議の場
において、生存者はステージに上がり証言し、さらなる核の脅威にたいする警告のメッセージを
語った。医学的・法的な言説は、彼女・彼等の語りの真実さに正当性を与えることになる。反核
運動は生存者を自律的で一貫した政治的主体として構築していったといえるだろう 。しかし、そ
こでもその主体の意志は、 50年代半ばの長崎(あるいは広島を含めて)においては、 一元的な政
治的アジェンダ、すなわち「核兵器の廃絶」というアジェンダへと回収されていったのである。
おわりに
本稿では、 50年代の言説の転換に焦点をさだめ、とりわけ生存者である贋瀬による口述の語り
を中心に長崎における被爆の経験をめぐる社会環境の変化の記述を試みた。被災後まもなく結成
された生存者の集まりの場である「青年乙女の会」に当初から立ちあい続けた贋瀬の語りは、そ
のライフストーリーを作成するだけでも戦後経験の社会史として成立する魅力的なものである。
これは、庚瀬自身が自らのことを「被爆者でありながら、両親を亡くさなかった、ひどい外傷を
負わなかったことによって、客観的に原爆というものを見つめることができる立場」にあったと
言及すること、また庚瀬自身が被害にあった後も、運動を運営していくなかで、教育者として生
きていくなかで、つねに思考を続けてきたことなどが背景にあると考えられる。
口述資料を歴史資料として、どのように扱うかという点については、歴史学、社会学の分野を
中心に議論が積み重ねられている 17。本稿においては、庚瀬による口述の記録と、いくつかの文
書資料による記録を交える形で歴史記述を試みたわけで、あるが、歴史記述の政治性という点では
本稿もまたそうした議論の対象となるものであり、方法論的に洗練してゆく必要がある。本論の
なかでわずかに触れながら十分に議論することができなかった聞いが残されている。長崎という
トポスに固有の地政学的 ・文化的なコンテクストと原爆被災の語りという問題、現在の長崎にお
ける現実として存在する「被爆体験」の意味づけをめぐる語り手内部での差異という問題、さら
には長崎というローカルな位相のみでなく、ナショナルさらにはグローパルな位相で広島をめぐ
る言説との関連のなかで長崎の生存者がどのように表象されているのかという問い。こうした複
数の位相の語りがいかに関連しているのかということも含めて極めて多くの課題が残されている。
17資料としての口述の記録の扱いに関する近年の議論として、『歴史学研究J2004年、「小特集:方法としてのオー
ラルヒストリーjは興味深い。
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こうした問いにたいして、生存者の高齢化が進むなか、長崎でのフィーJレドワークに基づいたイ
ンタビュー調査を継続していくことが必要であると同時に、そうした当事者と対面するフィーJレ
ドワークによってはときに見えなくなる、より広範な視野からの分析を進めていくこと。分析あ
るいは記述を通して、上記の方法論的な聞いにたいする回答を示してゆくこと、これが今後の研
究課題になると考える。
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